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P2 −5−10　進行性成熟嚢胞性奇形腫悪性転化 に対す る化学療法の 検討
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成熟嚢胞性奇形腫 の 悪性転化に対する化学療法 は 未だ確立 され て い な い ．これ ま で ア ル キ ル 化剤，タキサ ン系薬剤，プ ラ チ ナ

系薬剤な どが 有用との 報告が あ り，当 院 で も同剤 に よ り治療 を行 っ た症例 を経験 した の で 報告する．【症例 1】63歳，3経妊 2
経産．背部痛 を 主訴に受診．卵巣癌が 疑わ れ．子宮全摘術，両側付属器切除術，骨盤内 リ ンパ 節郭清，大網部分切除術 を施行
した．病理 診 断 に て Squamous 　cell　carcinoma 　in　mature 　cystic　teratoma，　pT2cNXMO ，　stage 皿 c で あ り，術後 CPA ／CBDCA
に よる化学療法を施行 した．3 コ ース 終了 時の 評価 に て PD で あっ た．【症例 2】34歳，6 経妊 4経産．前医に て 妊娠 13週 に超

手拳大の 左骨盤内腫 瘤 を指 摘 さ れ，卵 巣癌 が 疑 わ れ．た．左 付属器切除術 を 施行 し，病 理 診断 にて SqUarnOUS　Cell　CarCinOma 　in
mature 　cystic 　teratoma で あっ た，腫瘤残存があり尿管浸潤 も疑わ れ た た め，妊娠 17週 に人 工 妊 娠中絶術 を施行 し，当院 に

紹介 となっ た．再開腹 したとこ ろ右側付属 器 に 8cm 大 の 腫 瘤 を認 め，尿管が 巻き込まれ て い た．子宮全摘術，右側付属器 切

除術，大網部分切 除術 を施 行 し，肉眼的残存病変 は認 め なか っ た．病理診断に て pT3cNXMO ，　 stage 皿 c で あ り，追加治療と

して PTX ／IFM ／CDDP （TIP ）に よ る 化学療法を 行 っ た．6 コ ース 終了時 の 評価 で 再発所見 は認 め て い ない．進行性成熟嚢胞

性奇形腫悪性転化 に対 し，TIP に よ る化学療法で良好な成績 を得た．こ れまで 3剤併用 に よ る治療報告 は なく，今後 さ らな る

検 討 が必 要 と考 え られ た．

P26 −1　抗 Yo 抗体陽性傍腫瘍性小脳変性症を合併 した進行卵巣癌の
一

例
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傍腫瘍性小脳変性症 （Paraneoplastic　cerebellar 　degeneration：PCD ）は まれな疾患で あ り，肺癌，卵巣癌，乳癌な ど に合併
する こ とが多く，肺癌 に 由来す る PCD 症例 で は抗 Hu 抗体，婦人科系の癌に 由来する症例で は抗 Yo 抗体 と呼ばれ る 自己抗体
が 血 中

・
髄液中か ら検出される こ とが多 い ．今回，我 々 は卵巣癌に合併した抗Yo 抗体陽性の 傍腫瘍性小脳変性症を経験 した

の で 報告す る．症例 は，49歳の 1回 経産 婦で，2週間前か ら持続する腹部の 膨満感を主訴に 当科初診 した，既往歴 に特記事項
はない が，当科主訴に約 3 ヶ 月先行して 下肢筋力低下の 自覚が あ り，近 医脳 神経 外科，神経内科で 精査 を受けた が 原因 は特定

され て い なかっ た．画像 で多量 の 腹水と両側卵巣の腫大，ダグ ラス 窩を占拠する病変を認め，進行卵巣癌 と診断した．開腹 に

て，両側付属器切除，子宮全摘，大網切除，ダ グ ラ ス 窩 ・直腸表面の 播種巣 を切除した．残存病変 は複数あ る も 1cm 以 下 で，
漿液性腺癌 3c期 （pT3cNxMo ）と診断 され た．術後，　 TC 療法を開始 し，3 コ ース 施行時点で腫瘍マ ーカーは 正 常化 した．し
か し，卵巣癌の 経過 と反 し，歩行困難，手指 の 微細運 動 困難，呂律 困難 な ど小 脳 失 調 を疑 う症 状 が 憎悪 し，兵庫医科大学神経 ・

脳卒中科を受診 したとこ ろ，画像上，小脳萎縮，癌の 脳転移 は否定的で ，血 中抗 Yo 抗体が陽性 で あ っ たため，卵巣癌 に伴う
PCD と診断された．現在，　 PCD に は確立 した治療が な い が，効果を認め た と報告の あ る免疫 グ ロ ブ リ ン 大 量 療法 を施 行中で

ある．本症例 で 神経 症 状 が先行 して見 られ た よ うに，抗 Yo 抗体陽性傍腫瘍性小脳変性症 は，悪性腫瘍の 発見に 先行して 発症
さ れ る こ とが多く，神経内科 との 適切 な協力体制が 求め られ る．

P26 −2　卵巣奇形腫関連自己免疫介在性脳炎の 4例
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卵巣奇形腫関連自己免疫介在性脳炎は若年者に多 く，重症例で は意識障害や 人工呼吸 器 を要す る非ヘ ル ペ ス 性脳炎で あ る．発
症時 に奇形腫 を認 め，正 常 の 神経細胞 に 対す る 自己抗体が 産 生 さ れ，自己 免疫 的機序で 神経障害をきた すと考えられ て い る．
抗 NMDA 抗体 （抗 グ ル タ ミ ン酸受容体の

一
種）陽性例が 多 い、今回本疾患を 4例経験 し たの で報告す る．症 例 1 は 20代，

頭痛，嘔吐を初発 症状 と し，呼 吸 困難，精神症 状 ， 意識障害を認め ，人工 呼吸器管理 となっ た．右卵巣に 25cm の 奇形腫を認
め，右付属器 切 除術 を施行 した．術後，自動車免許が 更新 で きる レベ ル まで 回 復 した．症例 2 は 10代後半，意味不明な言動，
記憶障害が 出現 し，両側卵巣 に 12cm と 3cm の 奇 形腫 を 認め た．両側卵巣腫瘍摘出術を施行 した．術後，大学受験す る まで

に回復 した．症例 3は 30代，頭痛，不眠を初発症状 とし，意識障害，意味不明な 言動，けい れ ん ，不随意運動も出現 し，人
工 呼 吸器 管 理 とな っ た．左 卵巣 に 4cm の 奇形腫を認め，左卵巣摘出術を施行 した．術後，付添い 歩行，食事摂取が自力で可
能 となっ た．Case4は 10代，非流暢性失語，失書，失行，手指失認，失算を初発症状 と し，右上 肢 に麻痺も出現 し た．　 CT
検査 で 両側卵巣 に 2cm の 奇 形 腫 認 め，両 側 卵巣腫瘍摘出術 を行な っ た，術後，麻痺 は消失 し，　 SLTA 評価 で は非失語 レベ ル

まで改善，計算も加減乗除まで 可能 となっ た．い ずれの 症例も血清と髄液中の 抗 NMDA 抗体 が 陽性 で あ っ た．ま た，い ず れ

の 摘出標本 に もグ リア 細胞 を認 め た．重症例で は，ス テ ロ イ ドパ ル ス 療法，血漿交換も行 っ たが、奇形腫摘出が 回復の 契機と

なっ た．比較的若 い 女性 の脳 炎 に お い て は，奇形腫 の 関連を考慮する必要があ る．
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